
文化のひろば

各施設の展示一覧各施設の展示一覧　　※開館日や開館時間が変わる可能性があります。
施設 内容 開館時間 入館料

高梁市歴史美術館
☎ 21--0180　火曜日休館
※ 6 月１日（水）～ 21 日（火） 展示替えなどのため休館

常設展「たかはしの歴史と美
術」（～５月 30 日（月）） 午前９時～午後５時

（入館は午後４時 30 分まで）
一般…400 円

小・中学生…200 円

高梁市成羽美術館
☎ 42--4455　月曜日休館

芸術家児
こ

島
じま

虎
とら

次
じ

郎
ろう

の古代エジ
プト蒐

しゅうしゅうき

集記（～６月 26 日（日））
午前９時 30 分～午後５時

（入館は午後４時 30 分まで）

一般…1000 円
高校・大学生…500 円

小・中学生…300 円

吉備川上ふれあい漫画美術館
☎ 48--3664　金曜日休館 常設展示「富

とみ

永
なが

一
いち

朗
ろう

原画 春の景」
午前９時～午後５時

（入館は午後４時 30 分まで）

一般…500 円
高校・大学生…400 円

小・中学生…300 円

常設のみの施設：山田方谷記念館・高梁市郷土資料館☎ 22-1479 ／景年記念館☎ 21-1516（社会教育課）
入館無料の対象：�市内在住の小・中学生（学校休業日に利用する場合）／障害者手帳を持つ人と介助者１人／市内

在住の 65歳以上（高梁市成羽美術館は対象外）
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